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三洋電機洋友会四国地区  会報Ｎｏ.１１１号     ２０２３年１０月１日発行                                   

会員数 ９９名 

   （2023年 9月 24日現在） 

■  四国地区会員状況 

四国地区会員数  ９９名（２０２３年９月２４日現在） 

 

   ＜新入会員＞  ありませんでした。 

 

■ 社会貢献活動 

  『プルタブを集めて車椅子を贈ろう』運動において今回、

四国地区で２回目となります車椅子の寄贈を、全国洋友

会会員の皆様の多大なご協力により、高松市社会福祉 

協議会に寄贈することが出来ました。詳しくは次ページ 

報告書を参照ください。 

   また、香川県の四国新聞 ２０２３年７月２４日（月）

地域総合面に寄贈式の記事が掲載されました。 

  今後とも積極的なプルタブ集めのご協力をお願い申し

上げます。 

  引き続き下記の「社会貢献活動」を進めていますので 

よろしくお願いいたします。 

 

 ① 「プルタブを集めて車椅子を贈ろう！」 

 ② 「みんなで ＡＫＡＲＩ アクション」 

⚫ 対象商品 : 書籍、DVD、CD、ゲーム機、 

貴金属、カメラ等 

 

 

 

 

 

 

発行人 多田 茂 

編集人 大塚吉数 
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三洋電機洋友会四国地区 車椅子寄贈報告 

会長 多田茂  

四国地区で２回目となります『プルタブを集めて車椅子を贈ろう』運動において、今回、

社会福祉法人高松市社会福祉協議会（高松市福岡町２丁目２４番１０号）に車椅子１台を  

寄贈しました。その贈呈式が令和５年７月７日（金）七夕の日に高松市社会福祉協議会の  

会議室で行われましたので報告します。贈呈式には、高松市社会福祉協議会の田中克幸常務

理事、中條恵助福祉課長、森谷正伸課長補佐が出席、洋友会四国からは、多田、松尾幹事

（プルタブ担当）、前田香川地区ブロック長、滝会計監事の４名が出席して執り行われ  

ました。 

 式の冒頭、多田から、洋友会の組織と今回の寄贈の経緯について報告し、洋友会として 

全国規模で取り組んでいる運動である旨を説明しました。 

 高松社会福祉協議会の田中常務理事から、小さなプルタブを８００Kg 集めてやっと１台

の車椅子になり、その車椅子を寄贈して貰ったことに対して特に感銘を受けたようで、  

洋友会四国地区に対して感謝状が贈られました。 

この度は、全国の洋友会会員の皆様の多大なご協力により四国地区において寄贈すること

ができました。全国の洋友会の皆様方に感謝を申しあげます。洋友会四国地区は、引き続き

この運動に積極的に参加してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

  

寄贈した車いす    車いすに貼付したプレート   高松市社会福祉協議会からの感謝状 

 

 今後とも皆様の積極的な「プルタブ」集めに、ご協力をお願い申し上げます。 

  ※「気ままなゴルフ」等 会員が集まる時には、「プルタブ」お持ち寄り下さい。 
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社会福祉法人高松市社会福祉協議会フェイスブック掲載記事 

 

写真の左から中條福祉課長、森谷課長補佐、田中常務理事、多田会長、松尾幹事、 

前田香川ブロック長 、滝会計幹事です。 
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■ リレーエッセイ ⇒ 継続しています。積極的な投稿をお願いします。  

   第１００号 香川ブロック 佐野 智さん 「喜寿を迎えて」定年退職後の人生 

   （同封しています） 

 

■  健康管理ニュース（同封） 

① ７月号「糖尿病 気を付けてください！」 

② ８月号「熱中症にご注意！」 

③ ９月号「快適な睡眠で活き活き健康生活！」 

 

■  登山部からのご案内 

11 月上旬～中旬にかけて、皿ヶ嶺（1271ｍ）紅葉登山を計画しています。 

登山道にはケヤキやブナの紅葉や秋の花を楽しめます。松山から人気の、風穴登山口まで

約 1 時間、登山時間は 3 時間程度になります。詳細は 10 月末頃に再度ご案内します。 

皆様お誘い合わせの上ご参加下さい。 

 

■  香川ブロック活動報告 

１．ハイキング同好会 

7 月 4 日 満濃池散策（満濃公園散策から変更） 参加者 6 名（友人 1 名） 

8 月と 9 月は、猛暑の為中止としました。 

10 月 1 日 屋島北嶺は実施予定です。 
 

２．グランドゴルフ同好会 

       毎週水曜日 仏生山公園にて開催しております。 

    

３．香川ブロック懇親会を開催しました 

７月８日（土）１７時３０分～  

高松市の「三ツ矢亭鍛冶屋町店」 

参加者 9名 

多田 茂、滝 正光、矢木 博美、松尾 伸之、佐野 智 

前田 一功、白髪 隆、森 崇、大塚 吉数、 
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 香川ブロック懇親会 
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■  愛媛ブロック活動報告 

  １．愛媛地区三洋電機 OB 親睦ビヤガーデン開催 

7 月 13 日（木曜日）にいよてつ高島屋の 8 階スカイドームで開催しました。     

ビヤガーデンの開催は 2019 年 8 月 22 日に JA 愛媛 8F リジェール松山屋上ビヤガー

デンでの開催以来 4 年ぶりとなりました。 

コロナ感染症はやや下火になってきていますが参加者を心配していましたが世話役

の方々のご尽力により前回と同数の 19 名（洋友会会員 15 名）の方の参加がありまし

た。久しぶりのビヤガーデンで随分盛り上がっていました。 

 

 

2．松山城登頂ウォーキング 

 松山城への登頂ウォーキングは 1 年が経過して定着してきました。松山城二之丸史跡

庭園の駐車場に午前 9 時 30 分に集合をして 4 ヶ所ある登城道を選んで約 30 分を掛けて

ゆっくりと登城します。登城道は広葉樹が生い茂り木陰になっているので夏場の強い 

日差しの時でも比較的しのぎやすくなっています。広場の椅子で適当に歓談して次回の

開催日を確認して最初の集合場所に戻って解散になります。 
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7 月４日（火曜日） 松山城 黒門口登城道往復  参加者 6 名 

8 月 雨天のため中止 

9 月 4 日（月曜日）松山城 黒門口登城道 ➡ 古町口登城道 参加者 7 名 

 

 

9 月 4 日松山城 

愛媛ブロック 米元幸男 

 

■  第 6弾『健やかに 88ヵ所を歩こう』キャンペーン好評実施中 

ウォーキングキャンペーンも、過去最高の４5 名が参加をいただいて、９月末で前半が 

終了します。 

１０月１6 日（月曜日）までに、前半の実績報告お願いします。（各ブロック長まで） 
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■  「三洋気ままなゴルフコンペ」についてのご報告 

  「第１９回気ままなゴルフコンペ」の開催時期が近づいて参りました。今年度の開催は、

予定通り開催させて戴きますが、来年度以降の開催につきまして、困難な事態が生じて  

まいりました。 

この「気ままなゴルフコンペ」は、高知ブロックの、小笠原秀郎さんが発起人で、2007 年 

8 月からスタートし、今年の第 19 回まで、高知ブロックの、小笠原さん、岡田さん、瀬留

さん、漆原さん、楠瀬の色々な応援で開催し、又多数の参加者の方々で、盛大に開催して参

りましたが、勝手ながら、主催者側が、高齢となり、これ以上の継続が、困難な状態となり

ました。 

そこで、本文を今回の参加者にも送信させて戴き、終了の通知とさせて戴きたく考えて 

おります。 

尚、高知ブロック以外の、お若い方で、同様のゴルフコンペを継続して開催して戴ける方

がいらっしゃいましたら、開催のノウハウは、お伝えしたいと思っています。 

勝手を申しますが、宜しくお願い致します。 

高知ブロック：楠瀬 

 

■  洋友会四国地区設立 25 周年記念品配布報告 

洋友会四国地区 事務局 

 

 三洋電機洋友会が今年度創立 35 周年を迎えることになりました。四国地区は諸先輩方の

ご尽力により平成 11 年（1999 年）に会員 26 名で設立されました。来年度が設立 25 周年

になります。 

 三洋電機洋友会 30 周年記念品として会員に配布された活動計を活用したウォーキング 

キャンペーンは、現在会員 99 名中 45 名が参加して頂いている重要なイベントになって  

います。 

四国地区設立 25 周年記念に何か記念品をとの話が持ち上がってきました。貰って嬉しい

実用品をとなり地元産の今治ブランドのスポーツタオルを作成することになりました。 

コロナ感染症のまん延により総会や懇親会などの自粛により殆ど顔を合わせる機会が無く

なっていました。記念品の配布は出来るだけ会員の現状確認を兼ねて手配りとする事になり

ました。各ブロックのブロック長を中心に幹事の方々で手分けをして手配りでの配布ができ

ました。一部遠隔地に居住の会員には宅配便とさせて頂きました。ご協力ありがとうござい

ました。 
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各ブロックの配布状況等 

【香川ブロック】 

 6 月 3 日のブロック会議にて、緊急連絡網の編成を行いそれに基づき記念タオルの配布 

方法を決めました。ハイキング同好会・彫刻同好会のメンバーと役員とで手分けをして  

手渡し 17 名、訪問手渡し 17 名、ヤマト便送付 11 名 合計 45 名 80 歳以上の会員さんで

近況の分からない方は訪問としました。 

健康状態近況等が判り訪問の効果がありました。 

【愛媛ブロック】 

 愛媛ブロック会員 28 名のうち松山城ウォーキングのメンバーとゴルフコンペ参加者は 

その機会に手渡して松山市内居住の会員には松山在住役員 2 名で手分けして 19 名に手配り

をしました。東予地区、南予地区など遠隔地在住の会員 9 名には事務局から宅配便での送付

をお願いしました。ビヤガーデン開催の要望やウォーキングキャンペーン参加申込などの 

声も聞かれて手配りの甲斐がありました。 

【高知ブロック】 

楠瀬ブロック長が会員１４名全員に対して手配りをしました。 

【徳島ブロック】 

 2 名の方にはゴルフ繋がりで手渡しとし、そのほかの方 11 名は事務局からヤマト便送付

としました。 

多田会長挨拶文と記念品の今治タオル 
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■  ソーラーアーク解体 

 Webに三洋電機関連の記事が掲載されていました。 

記事の内容を抜粋したものを添付します。三洋電機関連の施設がだんだんと消滅をして  

います。工場全体が更地になり人々の記憶からも消えてしまうのでしょうか ・・・ 

 

2023年7月15日 

 「三洋岐阜更地化計画」 ソーラーアークを解体 
 
 岐阜県の安八町には三洋電機が 2000 年代に建設した巨大建造物「ソーラーアーク」が   

あります。ソーラーアークは東海道新幹線沿いに建設されているため、岐阜羽島駅の前後で

車窓から見た記憶がある人も多いはず。そんなソーラーアークを解体する「三洋岐阜更地化

計画」が進んでいるという情報が耳に入ったので、解体されてしまう前に色んな角度から 

撮影して記録に残しておくことにしました。ソーラーアークは岐阜県安八群安八町に あり

ます。公共交通機関で訪れる場合は岐阜羽島駅から  名阪近鉄バスに乗って「南大森」で  

降りるのがオススメ。自家用車の場合は名神高速道路の「安八スマートインターチェンジ」

を出ればすぐです。ただし、安八スマートインターチェンジは ETC 搭載車しか利用できない

ので注意。 

ソーラーアークの中央部分には開館当初は三洋電機の「SANYO」ロゴが掲げられ、2011年 

からは三洋電機を買収したパナソニックの「Panasonic」ロゴが掲げられていました。今では

「Panasonic」ロゴも取り外されています。 

北門のフェンスには「建設業の許可票」や「労災保険関係成立票」が掲げられています。 許

可票を見ると、解体は鹿島建設が担っていることが分かります。注文者は、パナソニックで

はなく「三洋電機」でした。工事期間は令和 4 年 2 月 28 日～令和 6 年 7 月 31 日に設定さ

れているので、近い内にソーラーアークも解体されてしまうのでしょう。 

三洋ソーラーアーク 検索 
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■  会報誌「洋友」令和６年新春号および春号の企画について 

会報誌「洋友」新春号および春号は､下記の企画にて編集いたしたく存じます。 

全国各地区の会員の皆さまの積極的な投稿をお待ちしております。 

皆様方の一層のご支援をお願い申し上げます。 

 
「新春号」 

  １．表紙        「晴れやかな新春にふさわしい華やかな絵柄」 

           初参り、10 日恵比寿、新春行事等 

  ２．年始ご挨拶  ①三洋電機洋友会    小林会長 

                    ②三洋電機(株)       井垣社長 

  ３．特集ページ    ①「各地の年末・年始の風物誌」 

              各地で実施の地域振興行事、伝統行事等 

              ※1000 字程度の原稿と写真、現在のカラー顔写真    

②「辰年・年男の抱負」 

                         ※200 字以内、全地区 1～2 名の応募 

  ４．洋友会だより ①我が地区の今年の洋友会活動 

                        明るい・ときめきの活動企画、WEB 活用の紹介 

          ②洋友会活動への参加会員を増やす企画の紹介                                                              

  ５．その他    ①一般投稿       

※1000 字以内の原稿と内容に関わる写真 2~3 枚 

②パナソニック情報  

          ③健康管理情報 

④俳諧・川柳、ナンプレ、 

⑤地区の活動記録 

⑥会員動向 

 ※ 新春号の原稿の投稿締め切りは 11 月 7 日（火）です。 

「春号」 

  １．表紙        「春の風景」 

           桜、菜の花、芽吹く草花、春の海、新年の行事等 

           ※写真でも、絵画でも 

  ２．特集ページ   ①「郷土の春」 

             郷土の春の風物行事。田植えや初物魚 

           ②「春祭り」 

            ※1000 字程度の原稿と写真、現在のカラー顔写真 

  ３．洋友会だより ①洋友会活動再開のためのアイディア紹介 

                       「 ユニークな活動・行事」 

          ②洋友会社会貢献活動の紹介 

  ４．その他    ①一般投稿       

※1000 字以内の原稿と内容に関わる写真 2～3 枚、 

②パナソニック情報  

          ③健康管理情報 

④俳諧・川柳、ナンプレ、 

⑤地区の活動記録 

⑥会員動向 

※ 春号の原稿の投稿締め切りは 2 月 6 日（火）です。 

以上 


